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初診患者さま

紹介状をお持ちの
患者さま・通院患者さま

全診療科の受付時間

休診日

初めて受診する場合は「紹介
状」をお持ち下さい。

緊急性がない場合は、近隣のク
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　科

月 火 水 木 金

豊見山 健

奥濱 幸博
（肝胆膵・一般）

大嶺 靖

時澤 博美
（内視鏡外科［要予約］）

（乳腺）

川上 雅代
（大腸外科）（乳腺）

時澤 博美

（再診）
友利 健彦

心臓血管外科（第2火曜）
永野 貴昭（琉大）

乳腺科（第1水曜 予約制）
上原 協

（第２・４予約・紹介のみ）
宮城 淳

宮城 淳
（胸部・呼吸器）

佐々木 秀章
（一般外来・救急)（肝胆膵・内視鏡外科)

喜納 かおり
（紹介・予約のみ)

大嶺 靖
（消化器外科）

永吉 盛司
（一般・肛門）

友利 健彦
（一般外来）

時澤 博美
（乳腺）

永吉 盛司
（一般・肛門）

稲嶺 進
一般・肥満外科

（第1金曜 予約制）

奥濱 幸博
（肝胆膵・内視鏡外科）

仲里 秀次
（一般・食道・肥満）

豊見山 健
（肝胆膵・一般）

担当医（琉大）
心臓・血管外科（第２・第3・第４・第5金）

飯田 展弘
（新生児）

担当医
（予防接種）

（手　術）

担当医
(乳児検診）

仲本 雅哉
（循環器）

比屋根 真彦
（てんかん）

降旗 邦生
（新生児）

仲宗根 一彦
（新生児）

長崎 拓
(新生児）

担当医
(新生児）

比屋根 真彦
（てんかん）

仲本 雅哉

友利 健彦

仲本 雅哉比屋根 真彦 比屋根 真彦

豊見山 健

草田 武朗草田 武朗 草田 武朗 草田 武朗 草田 武朗

降旗 邦生

森山 朝裕

伊佐 智博
大湾 一郎
森山 朝裕

山口 浩
（紹介・予約患者のみ） 伊佐 智博

金城 聡
大湾 一郎

森山 朝裕

仲里 翔太
金城 聡

大湾 一郎

金城 聡
大湾 一郎
仲里 翔太 伊佐 智博

吉秋 研
大城 美哉
屋比久 彩

上里 忠和
屋比久 彩
正本 仁

友寄 江梨佳
稲嶺 盛彦
吉 秋　研

大城 美哉
上里 忠和 友寄 江梨佳

稲嶺 盛彦

正本 仁

薊 三千雄 薊 三千雄 薊 三千雄薊 三千雄 薊 三千雄

外科処置・レーザー手術
（予約・紹介のみ）

（手　術）

外科処置・レーザー手術
（予約・紹介のみ）（手　術） （手　術）

専門外来
（第1金曜のみ）

嘉手川 淳
（機能脳神経外来）予約のみ

真志取 智子（木曜奇数週）

高良 英一 高良 英一 廣中 浩平金城 雄生

饒波 正博 毎週（完全予約制）
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第2・第4認知症外来）

嘉手川 淳

（第１水曜禁煙外来）
嘉手川 淳

嘉手川 淳 嘉手川 淳 嘉手川 淳

上原 健 上原 健 （手　術） 上原 健
（琉　大）

上原 健

毎週（完全予約制）
てんかん外来

外間 実裕
當山 裕一 真志取 智子

當山 裕一

當山 裕一

當山 裕一 （手　術）

當山 裕一

外間 実裕

（手　術）當山 裕一

上原 絵里子

花城 ふく子
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（手　術） （手　術）

（検査・手術） （検査・手術）
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上原 絵里子
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上原 絵里子

花城　ふく子
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島田 裟彩
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検査・処置 検査・処置

診  療  科

眼　　科

放射線科

緩和ケア外来
完全予約制

脳神経外科

泌尿器科

歯科口腔
外　科

小 児 科
※午後は予約・

紹介患者さまのみ受付可

※午前・午後とも予約・
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整形外科

産婦人科

脳神経内科

耳鼻咽喉科

皮 膚 科

午前／午後

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後
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※予約・紹介のみ
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男性性機能外来
男性更年期外来は
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午前
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午前
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午前

午後
午前
午後

午後
午前

呼吸器

血　液

循環器

腎　臓

一　般

那覇 唯

我謝 正平

赤嶺 盛和

友寄 毅昭 友寄 毅昭喜納 かおり
喜納 かおり

洲鎌 千賀子砂川 長彦

野原 千春
又吉 哲太郎

潮平 親哉
（不整脈）

森近 一穂仲地 佐和子

那覇 唯

砂川 長彦
東風平 勉

伊敷 哲也
浅田 宏史

砂川 長彦
浅田 宏史

東風平 勉
安原 容子 伊敷 哲也

渡口 真佐夫

垣花 一慶
（一般）

渡口 真佐夫服部 素子 渡口 真佐夫
（第２・第４金曜）

服部 素子
（第１・第３木曜）

内原 照仁
赤嶺 盛和

内原 照仁
當銘 玲央

外　　科
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《 沖 縄 赤 十 字 病 院  広 報 誌  お き せ き 》

赤十字の博愛の心が
伝わる病院をめざして

理　　念
1.私達は患者さんに益する
  ことのみに医療技術を
  提供します。
2.私達は信頼される医療が
  行えるように日々研鑽し、
  快適な療養環境を創ります。

3.私達は地域と連携を密にし
  県民の健康増進に貢献できる
  医療活動を追求します。

基本方針

http://www.okinawa-med.jrc.or.jp/

TEL 098-853-3134
FAX 098-853-7811

〒902-8588
沖縄県那覇市与儀1-3-1

沖縄赤十字病院画廊巡り
【絵画／金城　涼子（看護師 ＮＩＣＵ）】



編 集 後 記 ５月は赤十字運動月間が始まります。日本赤十字社、長期ビジョンに向けて活動していきます。
皆さんのご協力をお願いいたします。（広報担当）

≪求人情報はこちら≫

耳鼻咽喉科紹介

上原　健（耳鼻咽喉科 副部長）

　はじめまして、私は、真和志小学校、寄宮中
学、沖縄尚学高校出身で、当院は地元になりま
す。大学病院や離島などで勤務しましたが、結
局、なじみのある与儀、国場、寄宮地区に戻って
きたのはこの土地に何か縁があったのではないか
と思います。当時と比べて寄宮十字路付近は大分
変りましたが与儀公園はそのままかわらず残って
おり赴任当初は感慨深いものがありました。

　昭和59年9月、脳神経外科、眼科とともに耳鼻
咽喉科の診療が開始され現在に至ります。

　沖縄赤十字病院耳鼻咽喉科の歴代の常勤医は、
平成４年1月1日～令和3年4月30日　に長田紀與
志先生、平成12年4月1日～平成22年3月31日に安
田忍先生、平成22年4月1日～平成26年5月31日に
幸地綾子先生、平成28年4月1日～現在は、私が担
当しております。歴代の先生方が築いてきた体制
のおかげで、突発性難聴や顔面神経麻痺のパスな
どが既に存在しており比較的スムーズに診療を引
き継ぐことができました。

　
　当科外来では、常勤医師1名、看護師1名、事務
員1名で診療しており、琉大よりの応援医師が毎
週木曜日午前中に1名が外来を担当し、診療負荷
の軽減や症例相談などで支援していただいており
ます。
　2020年度外来患者数はのべ3304人で、毎週、
月木金の午前中に外来診療を行っております。午
後は往診や処置などを行っております。なお火、
水曜日は手術日となっています。
　外来の設備としては、耳鼻科診療ユニットは2

台、喉頭内視鏡は3本、処置用内視鏡は1本あり、
３列のネブライザーが設置されております。
　来院される患者さんでの疾患は、めまい、突発
性難聴、顔面神経麻痺、リンパ節炎、副鼻腔炎、
耳下腺疾患、咽喉頭炎、扁桃炎が多数を占めてお
ります。
　近年、コロナウィルス感染の拡大により、外来
窓口にビニールカーテン、各診察室にコロナウィ
ルス用空気清浄機を配置し、診察患者ごとに診察
椅子、ユニットパネル、診察机、手指のアルコー
ル消毒などを徹底して行い感染対策に努めており
ます。

　耳鼻咽喉科の病床数4床で、2020年度の入院患
者数はのべ732人でした。内訳としては、顔面神
経麻痺、突発性難聴、急性扁桃炎、めまいの症例
が多く入院されております。また、突発性難聴の
治療効果不良例では、患者さんと相談し、近隣で
通院による高気圧酸素治療可能な他院への紹介を
しております。

　当科での2020年度手術件数はのべ39件で、主
に、鼓膜換気チューブ挿入術、扁桃摘出術、耳瘻
孔摘出術、唾石摘出術、内視鏡下副鼻腔手術、耳
下腺腫瘍手術などを行っております。

　一人体制で何かと他科の先生にはご不便をおか
けしておりますが、なるべくご期待に沿うよう努
力していこうと思っております。また、最近は、
内視鏡下副鼻腔手術や耳下腺手術の器具等も充足
しつつあり、今後は同手術症例の蓄積もしていき
ながら、当科の規模に相応した診療を行い地域社
会に貢献していきたいと存じております。
　これからも宜しくお願い申し上げます。

新型コロナウイルスから身を守る知識は定着し
てきましたが、同時に地震、大雨といった災害が
起こる可能性も忘れてはなりません。
この本は、避難所のこと、感染対策のことがわ
かりやすく紹介されています。
お子さまはもちろん、大人の入門編として読む
ことで、備えあれば憂いなしです。

雨の日は読書
災害がくる前に教えてはるえ先生！
感染しないひなん所生活　新型コロナウイルスと
こわい感染症から身をまもろう

■おススメの本

岡田晴恵　著　片岡信和　気象監修　フレーベル館

患者図書室

平日　10時～12時
　　　14時～16時

（２Fレストランエムず内）

これらの本は、図書室にてご覧になれます。また、入院患者さん、外来患者さん、
職員へ貸出しも行っています。ぜひご利用ください。

はじめに

病棟診療

手術

おわりに

当科の沿革

耳鼻咽喉科の変遷

外来診療体制

「日本赤十字社　長期ビジョン」は、日本赤十字社創立150年（2027年５月１日）に向けて、時代
と共に変化するこれからの社会課題やニーズに柔軟に対応し、赤十字としての使命を果たし続けてい
くために、将来の目指す姿やそれを実現するための長期戦略、行動指針等を示したものです。

日本赤十字社　長期ビジョン教えて赤十字のこと

「日本赤十字社 長期ビジョン」の全体像
災害や紛争から人々が
守られる社会づくり

人々の健康・福祉を
支える地域づくり

互いを思いやり、助け合い、
尊重し合う社会づくり

社会
課題

目指す
姿

行動
指針

長期
戦略

国内外における人道支援活動の“要”となり、
わが国の地域医療・血液事業の中核を担う赤十字

■　被支援者の側に立った想像力の発揮
■　事業間・施設間の連携による相乗効果の発揮
■　先進技術を生かした事業展開
■　「選択と集中」の徹底

■　赤十字ネットワークを活用した事業推進
■　行政や関係団体、企業、大学等との連携強化
■　ビックデータ等を活用した事業推進

災害や紛争時における
支援の充実とレジリエンスの強化

ー 事業戦略 ー

会員の赤十字運動への参画促進

超少子高齢社会における
地域の健康・安全な生活の追求 奉仕団体等ボランティア主体の活動の拡充

多様化が進む社会における
人道の輪の拡大 国際赤十字との更なる協働

ー 運動基盤強化戦略 ー



編 集 後 記 ５月は赤十字運動月間が始まります。日本赤十字社、長期ビジョンに向けて活動していきます。
皆さんのご協力をお願いいたします。（広報担当）

≪求人情報はこちら≫

耳鼻咽喉科紹介

上原　健（耳鼻咽喉科 副部長）

　はじめまして、私は、真和志小学校、寄宮中
学、沖縄尚学高校出身で、当院は地元になりま
す。大学病院や離島などで勤務しましたが、結
局、なじみのある与儀、国場、寄宮地区に戻って
きたのはこの土地に何か縁があったのではないか
と思います。当時と比べて寄宮十字路付近は大分
変りましたが与儀公園はそのままかわらず残って
おり赴任当初は感慨深いものがありました。

　昭和59年9月、脳神経外科、眼科とともに耳鼻
咽喉科の診療が開始され現在に至ります。

　沖縄赤十字病院耳鼻咽喉科の歴代の常勤医は、
平成４年1月1日～令和3年4月30日　に長田紀與
志先生、平成12年4月1日～平成22年3月31日に安
田忍先生、平成22年4月1日～平成26年5月31日に
幸地綾子先生、平成28年4月1日～現在は、私が担
当しております。歴代の先生方が築いてきた体制
のおかげで、突発性難聴や顔面神経麻痺のパスな
どが既に存在しており比較的スムーズに診療を引
き継ぐことができました。

　
　当科外来では、常勤医師1名、看護師1名、事務
員1名で診療しており、琉大よりの応援医師が毎
週木曜日午前中に1名が外来を担当し、診療負荷
の軽減や症例相談などで支援していただいており
ます。
　2020年度外来患者数はのべ3304人で、毎週、
月木金の午前中に外来診療を行っております。午
後は往診や処置などを行っております。なお火、
水曜日は手術日となっています。
　外来の設備としては、耳鼻科診療ユニットは2

台、喉頭内視鏡は3本、処置用内視鏡は1本あり、
３列のネブライザーが設置されております。
　来院される患者さんでの疾患は、めまい、突発
性難聴、顔面神経麻痺、リンパ節炎、副鼻腔炎、
耳下腺疾患、咽喉頭炎、扁桃炎が多数を占めてお
ります。
　近年、コロナウィルス感染の拡大により、外来
窓口にビニールカーテン、各診察室にコロナウィ
ルス用空気清浄機を配置し、診察患者ごとに診察
椅子、ユニットパネル、診察机、手指のアルコー
ル消毒などを徹底して行い感染対策に努めており
ます。

　耳鼻咽喉科の病床数4床で、2020年度の入院患
者数はのべ732人でした。内訳としては、顔面神
経麻痺、突発性難聴、急性扁桃炎、めまいの症例
が多く入院されております。また、突発性難聴の
治療効果不良例では、患者さんと相談し、近隣で
通院による高気圧酸素治療可能な他院への紹介を
しております。

　当科での2020年度手術件数はのべ39件で、主
に、鼓膜換気チューブ挿入術、扁桃摘出術、耳瘻
孔摘出術、唾石摘出術、内視鏡下副鼻腔手術、耳
下腺腫瘍手術などを行っております。

　一人体制で何かと他科の先生にはご不便をおか
けしておりますが、なるべくご期待に沿うよう努
力していこうと思っております。また、最近は、
内視鏡下副鼻腔手術や耳下腺手術の器具等も充足
しつつあり、今後は同手術症例の蓄積もしていき
ながら、当科の規模に相応した診療を行い地域社
会に貢献していきたいと存じております。
　これからも宜しくお願い申し上げます。

新型コロナウイルスから身を守る知識は定着し
てきましたが、同時に地震、大雨といった災害が
起こる可能性も忘れてはなりません。
この本は、避難所のこと、感染対策のことがわ
かりやすく紹介されています。
お子さまはもちろん、大人の入門編として読む
ことで、備えあれば憂いなしです。

雨の日は読書
災害がくる前に教えてはるえ先生！
感染しないひなん所生活　新型コロナウイルスと
こわい感染症から身をまもろう

■おススメの本

岡田晴恵　著　片岡信和　気象監修　フレーベル館

患者図書室

平日　10時～12時
　　　14時～16時

（２Fレストランエムず内）

これらの本は、図書室にてご覧になれます。また、入院患者さん、外来患者さん、
職員へ貸出しも行っています。ぜひご利用ください。

はじめに

病棟診療

手術

おわりに

当科の沿革

耳鼻咽喉科の変遷

外来診療体制

「日本赤十字社　長期ビジョン」は、日本赤十字社創立150年（2027年５月１日）に向けて、時代
と共に変化するこれからの社会課題やニーズに柔軟に対応し、赤十字としての使命を果たし続けてい
くために、将来の目指す姿やそれを実現するための長期戦略、行動指針等を示したものです。

日本赤十字社　長期ビジョン教えて赤十字のこと

「日本赤十字社 長期ビジョン」の全体像
災害や紛争から人々が
守られる社会づくり

人々の健康・福祉を
支える地域づくり

互いを思いやり、助け合い、
尊重し合う社会づくり

社会
課題

目指す
姿

行動
指針

長期
戦略

国内外における人道支援活動の“要”となり、
わが国の地域医療・血液事業の中核を担う赤十字

■　被支援者の側に立った想像力の発揮
■　事業間・施設間の連携による相乗効果の発揮
■　先進技術を生かした事業展開
■　「選択と集中」の徹底

■　赤十字ネットワークを活用した事業推進
■　行政や関係団体、企業、大学等との連携強化
■　ビックデータ等を活用した事業推進

災害や紛争時における
支援の充実とレジリエンスの強化

ー 事業戦略 ー

会員の赤十字運動への参画促進

超少子高齢社会における
地域の健康・安全な生活の追求 奉仕団体等ボランティア主体の活動の拡充

多様化が進む社会における
人道の輪の拡大 国際赤十字との更なる協働

ー 運動基盤強化戦略 ー



令和4年4月1日現在

土曜日・日曜日・祝祭日
慰霊の日（6/23）・

年末年始（12/29～1/3）

■午前
８時30分～10時30分

■午前
８時30分～11時00分
■午後
１時00分～3時00分

初診患者さま

紹介状をお持ちの
患者さま・通院患者さま

全診療科の受付時間

休診日

初めて受診する場合は「紹介
状」をお持ち下さい。

緊急性がない場合は、近隣のク
リニックをご案内しております。

なお、緊急で受診される場合は
特定療養費を頂いております。

「
沖
縄
て
ん
か
ん
拠
点
病
院
」

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」

「
地
域
災
害
拠
点
病
院
」

印　刷：株式会社 東洋企画印刷
この印刷物は個人情報保護マネジメントシステム
（プライバシーマーク）を認証された事業者が印刷しています。

この印刷物は、E3PAのゴールドプラス基準に適合した
地球環境にやさしい印刷方法で作成されています。

内  

　科

月 火 水 木 金

豊見山 健

奥濱 幸博
（肝胆膵・一般）

大嶺 靖

時澤 博美
（内視鏡外科［要予約］）

（乳腺）

川上 雅代
（大腸外科）（乳腺）

時澤 博美

（再診）
友利 健彦

心臓血管外科（第2火曜）
永野 貴昭（琉大）

乳腺科（第1水曜 予約制）
上原 協

（第２・４予約・紹介のみ）
宮城 淳

宮城 淳
（胸部・呼吸器）

佐々木 秀章
（一般外来・救急)（肝胆膵・内視鏡外科)

喜納 かおり
（紹介・予約のみ)

大嶺 靖
（消化器外科）

永吉 盛司
（一般・肛門）

友利 健彦
（一般外来）

時澤 博美
（乳腺）

永吉 盛司
（一般・肛門）

稲嶺 進
一般・肥満外科

（第1金曜 予約制）

奥濱 幸博
（肝胆膵・内視鏡外科）

仲里 秀次
（一般・食道・肥満）

豊見山 健
（肝胆膵・一般）

担当医（琉大）
心臓・血管外科（第２・第3・第４・第5金）

飯田 展弘
（新生児）

担当医
（予防接種）

（手　術）

担当医
(乳児検診）

仲本 雅哉
（循環器）

比屋根 真彦
（てんかん）

降旗 邦生
（新生児）

仲宗根 一彦
（新生児）

長崎 拓
(新生児）

担当医
(新生児）

比屋根 真彦
（てんかん）

仲本 雅哉

友利 健彦

仲本 雅哉比屋根 真彦 比屋根 真彦

豊見山 健

草田 武朗草田 武朗 草田 武朗 草田 武朗 草田 武朗

降旗 邦生

森山 朝裕

伊佐 智博
大湾 一郎
森山 朝裕

山口 浩
（紹介・予約患者のみ） 伊佐 智博

金城 聡
大湾 一郎

森山 朝裕

仲里 翔太
金城 聡

大湾 一郎

金城 聡
大湾 一郎
仲里 翔太 伊佐 智博

吉秋 研
大城 美哉
屋比久 彩

上里 忠和
屋比久 彩
正本 仁

友寄 江梨佳
稲嶺 盛彦
吉 秋　研

大城 美哉
上里 忠和 友寄 江梨佳

稲嶺 盛彦

正本 仁

薊 三千雄 薊 三千雄 薊 三千雄薊 三千雄 薊 三千雄

外科処置・レーザー手術
（予約・紹介のみ）

（手　術）

外科処置・レーザー手術
（予約・紹介のみ）（手　術） （手　術）

専門外来
（第1金曜のみ）

嘉手川 淳
（機能脳神経外来）予約のみ

真志取 智子（木曜奇数週）

高良 英一 高良 英一 廣中 浩平金城 雄生

饒波 正博 毎週（完全予約制）
てんかん外来

（第1休診、第3・第5禁煙外来、
第2・第4認知症外来）

嘉手川 淳

（第１水曜禁煙外来）
嘉手川 淳

嘉手川 淳 嘉手川 淳 嘉手川 淳

上原 健 上原 健 （手　術） 上原 健
（琉　大）

上原 健

毎週（完全予約制）
てんかん外来

外間 実裕
當山 裕一 真志取 智子

當山 裕一

當山 裕一

當山 裕一 （手　術）

當山 裕一

外間 実裕

（手　術）當山 裕一

上原 絵里子

花城 ふく子

花城 ふく子

（手　術）

（手　術） （手　術）

（検査・手術） （検査・手術）

花城 ふく子

上原 絵里子

上原 絵里子

花城 ふく子

上原 絵里子

花城　ふく子

西原 一秀
島田 裟彩

島田 裟彩
西原 一秀 西原 一秀

島田 裟彩

西原 一秀
島田 裟彩
西原 一秀 西原 一秀
島田 裟彩

西原 一秀
島田 裟彩
西原 一秀
島田 裟彩島田 裟彩

検査・処置 検査・処置

診  療  科

眼　　科

放射線科

緩和ケア外来
完全予約制

脳神経外科

泌尿器科

歯科口腔
外　科

小 児 科
※午後は予約・

紹介患者さまのみ受付可

※午前・午後とも予約・
紹介患者さまのみ受付可

整形外科

産婦人科

脳神経内科

耳鼻咽喉科

皮 膚 科

午前／午後

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

※予約・紹介のみ

※予約・紹介のみ

男性性機能外来
男性更年期外来は
適宜受付します

※原則として紹介状
持参・予約制

※原則として紹介状持参・
　予約制

外間 実裕
（予約のみ）

午前
午後
午前
午後
午前

午後
午前
午後

午後
午前

呼吸器

血　液

循環器

腎　臓

一　般

那覇 唯

我謝 正平

赤嶺 盛和

友寄 毅昭 友寄 毅昭喜納 かおり
喜納 かおり

洲鎌 千賀子砂川 長彦

野原 千春
又吉 哲太郎

潮平 親哉
（不整脈）

森近 一穂仲地 佐和子

那覇 唯

砂川 長彦
東風平 勉

伊敷 哲也
浅田 宏史

砂川 長彦
浅田 宏史

東風平 勉
安原 容子 伊敷 哲也

渡口 真佐夫

垣花 一慶
（一般）

渡口 真佐夫服部 素子 渡口 真佐夫
（第２・第４金曜）

服部 素子
（第１・第３木曜）

内原 照仁
赤嶺 盛和

内原 照仁
當銘 玲央

外　　科
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2022.4

《 沖 縄 赤 十 字 病 院  広 報 誌  お き せ き 》

赤十字の博愛の心が
伝わる病院をめざして

理　　念
1.私達は患者さんに益する
  ことのみに医療技術を
  提供します。
2.私達は信頼される医療が
  行えるように日々研鑽し、
  快適な療養環境を創ります。

3.私達は地域と連携を密にし
  県民の健康増進に貢献できる
  医療活動を追求します。

基本方針

http://www.okinawa-med.jrc.or.jp/

TEL 098-853-3134
FAX 098-853-7811

〒902-8588
沖縄県那覇市与儀1-3-1

沖縄赤十字病院画廊巡り
【絵画／金城　涼子（看護師 ＮＩＣＵ）】


